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●：ヒータ付熱電対（水位・温度計測用：温度高警報なし） 

●：熱電対（温度計測用：温度高警報発報） 

 

 
6,982mm※(EL42500mm) 
:通常水位 

 

5,902mm※(EL41420mm) 
：スロッシング時の水位低下） 
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計測範囲 
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6,832mm※(EL42350mm) 
：サイフォンブレイク配管  
下端） 

※基準点は使用済燃料貯蔵ラック上端（EL35518mm） 

-4,688mm
※
(EL30830mm) 

 ：底部 
  

40

45

50

55

60

65

0 60 120 180 240

温
度
（
℃
）

時間（秒）

40

45

50

55

60

65

0 60 120 180 240

温
度
（
℃
）

時間（秒）

燃料プール水位・温度（ＳＡ）の設計変更について 

 燃料プール水位・温度（ＳＡ）について，設計進捗により下記の設計変更を行う。 
 

 スロッシング時の水位低下幅を上回る水位の低下を把握することを目的に，検出点位置を6,000mm※に 
    設定していた。しかし，内部溢水影響評価における燃料プールのスロッシング解析による溢水量の変更(第  
  789回審査会合(令和元年10月29日))に伴い，スロッシング時の水位低下幅が変更となったため， 
  検出点位置を変更。 
   変更前：6,000mm※(EL41518mm) [スロッシング後の水位 6,122mm※(EL41640mm)] 
   変更後：5,800mm※(EL41318mm) [スロッシング後の水位 5,902mm※(EL41420mm)] 
 ヒータ加熱による影響を受けずに燃料プール温度高警報を発報することを目的に，熱電対による温度検出点

を追加。なお，温度計測において，同じ設置高さの検出点のヒータ加熱による影響を受けない設計とする。 
 変更前：熱電対なし（ヒータ付熱電対６点による燃料プール温度高警報） 
 変更後：熱電対（設置位置 5,800mm※ ）あり（熱電対１点による燃料プール温度高警報） 

※基準点は使用済燃料貯蔵ラック上端（EL35518mm） 

 

図１ 燃料プール水位・温度（ＳＡ）の設置図（変更後） 
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図２ 温度推移イメージ 
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